




















































































































































だろうかということですが、 文 科 省 で 色々
ESD、Education for Sustainable Development







































































































































































































































































































やはり 一 番 大 事 だと 思っているのは、ESD,　
SDGs を目指すことによって子どもたちに、ど
ういう力が身に付くのかということです。ESD
自体が目的化するのではなくて、最終的に子ど
もたちに育みたい力を議論して、それを実現し
ていく中で、ESD が実施されていくことが大
事だと思います。
最近「探究活動が大事なことはわかるが、答
えが無いことを教えるのが怖い」という声も聞
かれます。そういう不安に、どういう風にアプ
ローチしていくのか。SDGs のよさは、バッジ
を付けている人が、最近非常に増えていること
からも分かるように、非常に社会に受け容れら
れていて、学校だけでなく企業も取り組んでい
るし、企業が取り組むということは、ある意味
でご家庭にも浸透しているという可能性も高い
ということです。そういうところで、たくさん
の方々といろんな課題を共有しながら安心感を
持って進んでいく。不安を抱えている先生がい
る一方で、探究はやっていかなければ、という
30
ムーブメントは、非常に高まってきています。
大事なのは分かるけれども何をどう取り組んで
いったらよいかわからないという不安もある中
で、社会や身近な地域課題の解決と、探究活動
をどう結びつけていくのか、という点で SDGs
を一つのきっかけにしていくことは、取り組み
やすさの面でも、メリットが大きいのではない
かと思います。
長くなりましたけれども、SDGs・ESD・ユネ
スコスクールへの期待、ということで述べさせ
ていただきました。ご清聴ありがとうございま
した。
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